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  10月１８日（土）富士山御中道にてエコト

レッキングを実施しました。写真はその時

に撮影しました。 

  たまたま、霧が晴れ、秀麗な富士山の様

子が浮かび上がりました。 

2222月月月月23232323日日日日はははは    

富士山富士山富士山富士山のののの日日日日    
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富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

夏
の
イ
ベ
ン
ト
富
士
山
憲
章
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（富
士
山
環
境
保
全
啓
発
）
を

今
年
も
開
催
し
ま
し
た
。 

 

例
年
は
富
士
山
五
合
目
の
ロ
ー
タ

リ
ー
に
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
富
士
山
保
全
協
力
金
の

徴
収
場
所
が
登
山
道
入
口
に
変
更
に

な
り
、
登
山
道
入
り
口
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
た
の
で
、
富
士
吉
田
市
の
富

士
北
麓
駐
車
場
に
て
実
施
し
ま
し

た
。
富
士
北
麓
駐
車
場
は
マ
イ
カ
ー

規
制
期
間
中
、
マ
イ
カ
ー
で
来
ら
れ

た
方
の
駐
車
場
に
な
っ
て
お
り
、
登
山

客
の
方
に
環
境
保
全
を
訴
え
る
最
適

の
場
所
で
す
。 

 

実
施
期
間
は
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
マ
イ

カ
ー
規
制
期
間
中
の
７
月

１９

日
、

２０
日
、
８
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
８
月

９
日
か
ら
１７
日
、
８
月
２３
日
に
実

施
し
ま
し
た
。 

 

各
日
と
も
に
５
名
程
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
内
容
は
北
麓
駐
車
場
か

ら
バ
ス
に
乗
車
さ
れ
る
登
山
客
の
方

を
中
心
に
、
ゴ
ミ
袋
を
手
渡
し
て
登

山
中
の
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
を
呼
び
か

け
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

御
存
じ
の
と
お
り
、
富
士
山
に
は
ゴ

ミ
箱
が
な
い
の
で
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り

が
徹
底
さ
れ
な
い
と
、
ゴ
ミ
が
富
士

山
山
中
に
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

近
年
で
は
、
登
山
に
お
け
る
ゴ
ミ
の

持
ち
帰
り
が
マ
ナ
ー
と
し
て
確
立
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
１
０

０
％
徹
底
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
と
募
集
で
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
登
山
客
の
方
に
ゴ

ミ
持
ち
帰
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

地
道
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
あ
り
ま

す
が
、
登
山
客
の
意
識
づ
け
を
行
う

と
い
う
意
味
で
、
大
切
な
環
境
保
全

活
動
で
す
。 

 

こ
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
読
ん
だ
読

者
の
皆
さ
ん
も
今
後
富
士
山
や
そ
の

他
の
山
に
登
山
に
い
く
場
合
は
、
ゴ
ミ

の
持
ち
帰
り
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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平
成
26
年
８
月
23
日
（
土
）
吉
田
口
登

山
道
馬
返
し
か
ら
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神

社
ま
で
富
士
山
の
自
然
・
歴
史
に
関
す
る

解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
清
掃
活
動
を
行
う

「
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

今
回
の
登
山
道
清
掃
を
兼
ね
た
エ
コ
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
は
富
士
山
の
４
つ
の
登
山
口
に

て
同
時
に
行
わ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

富
士
山
の
御
殿
場
口
登
山
道
、
富
士
宮

口
登
山
道
、
須
走
口
登
山
道
は
静
岡
県
に

位
置
し
て
い
る
た
め
、
静
岡
県
の
ス
タ
ッ
フ

が
清
掃
活
動
を
担
当
し
ま
し
た
。 

 

山
梨
県
側
で
は
、
今
回
行
わ
れ
た
富
士

山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
ほ
か
に
西
湖
、
富
士

山
五
合
目
に
て
清
掃
活
動
が
行
な
わ
れ
、  

当
日
は
21
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

  

吉
田
口
登
山
道
は
舗
装
さ
れ
た
道
路
と

遊
歩
道
の
２
つ
が
並
行
し
て
い
ま
す
。
舗
装

さ
れ
た
道
路
は
、
自
動
車
が
通
り
か
か
っ
た

と
き
、
ゴ
ミ
拾
い
が
中
断
さ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
今
回
は
遊
歩
道
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

  
吉
田
口
登
山
道
遊
歩
道
は
、
普
段
人
の

往
来
が
少
な
い
せ
い
か
、
道
の
真
ん
中
に
ゴ

ミ
は
落
ち
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

た
だ
、
道
中
少
し
目
の
届
き
に
く
い
場
所

に
意
外
に
ゴ
ミ
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

少
し
林
の
中
に
入
っ
た
場
所
に
も
ゴ
ミ
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
場
合
は
、
常
に
物
陰
や

草
む
ら
な
ど
の
目
の
つ
き
に
く
い
場
所
に
注

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

大
石
茶
屋
か
ら
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
下
っ

た
場
所
に
は
針
金
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
針
金

の
上
か
ら
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
地
面
に
刺

さ
っ
て
お
り
、
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

後
日
ス
タ
ッ
フ
が
針
金
の
回
収
を
行
い
ま
し

た
。
ス
コ
ッ
プ
や
鍬
を
使
用
し
て
の
作
業
に
な
り

ま
し
た
が
、
無
事
針
金
を
引
き
抜
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

馬
返
し
か
ら
浅
間
神
社
ま
で
の
道
は
約
７
．

２
キ
ロ
の
行
程
が
あ
り
、
下
り
道
と
は
い
え
か

な
り
の
距
離
が
あ
り
ま
す
。
浅
間
神
社
に
着
く

こ
ろ
に
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
疲
労
困
憊
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

 

最
後
に
、
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
に
て
解

説
が
行
な
わ
れ
、
今
回
の
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

富士山の環境保全について呼

びかけるボランティア 

吉田口登山道遊歩道を清掃

するエコトレッキング参加者

の皆さん 

 

２
回
目
の
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
１０

月
１８
日
（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
富
士
山
の

奥
庭
庭
園
と
御
中
道
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。 

 

清
掃
活
動
は
、
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
の
周

辺
に
て
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
最
後
の
締
め
く

く
り
の
清
掃
活
動
に
な
り
ま
し
た
。 
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富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン

の
７
月
１
日
か
ら
９
月
１４
日
ま
で
連
続

７６
日
間
、
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
五
合
目
か
ら
山
頂
ま
で
の
巡

回
を
行
い
ま
し
た
。
基
本
業
務
は
安
全

登
山
指
導
、
マ
ナ
ー
啓
発
、
自
然
公
園
法

に
基
づ
く
啓
発
等
で
す
が
、
期
間
中
３
回

の
夜
間
巡
回
も
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
は
マ
イ
カ
ー
規
制
期
間
が
昨
年

の
３１
日
間
か
ら
５３
日
間
に
延
長
さ
れ

た
こ
と
や
、
天
候
不
順
の
影
響
も
あ
り
、

山
梨
県
側
の
登
山
者
数
は
、
富
士
吉
田

 

開
山
期
間
中
、
日
本
人
、
外
国
人
を

問
わ
ず
「「「「軽
装
登
山
者

軽
装
登
山
者

軽
装
登
山
者

軽
装
登
山
者
」」」」の
姿
も
多
く
目

に
付
き
ま
し
た
。
中
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
短

パ
ン
、
サ
ン
ダ
ル
履
き
で
、
持
ち
物
は
カ

メ
ラ
だ
け
を
携
え
て
登
山
す
る
人
も
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
特
別
保
護
地
区
の

禁
止
事
項
を
知
ら
ず
に
溶
岩
や
植
物
を

採
取
し
、
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
外
国
人

観
光
客
も
多
く
目
に
し
ま
し
た
。 

  

市
発
表
に
よ
る
と
前
年
比
で
約
２
万
４
０

０
０
人
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
弾
丸

登
山
」も
集
計
を
始
め
た
２
０
０
７
年
以
降

で
最
少
と
な
り
ま
し
た
。 

 

開
山
期
間
中
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
登

山
指
導
件
数
は
、
延
べ
５
５
２
件
（
７
月
・
１

０
７
件
、
８
月
・
３
２
８
件
、
９
月
・
１
１
７

件
）
で
し
た
。
特
に
夏
休
み
時
期
の
夜
間
登

山
者
は
依
然
多
く
、
う
っ
す
ら
空
が
白
み

だ
す
頃
は
、
本
８
合
目
付
近
か
ら
頂
上
に

か
け
て
登
山
渋
滞

登
山
渋
滞

登
山
渋
滞

登
山
渋
滞
が
発
生
す
る
ほ
か
、
「弾弾弾弾

丸
登
山
者

丸
登
山
者

丸
登
山
者

丸
登
山
者
」」」」の
仮
眠
風
景
も
山
小
屋
脇
や

登
山
道
で
よ
く
目
に
し
ま
し
た
。 

第１回富士山夜間巡回。山頂ご来光風景（7月

21日撮影） 

  

第３回富士山夜間巡回。明け方の本八合目付近

の登山渋滞（９月１４日早朝撮影） 

第２回富士山夜間巡回。八合目登山道のベ

ンチで仮眠する登山者（８月１５日早朝撮影） 

五合目小御岳神社北側斜面のゴミ回収風景 （１０月１７日撮影） 

五
合
目
合
同
清
掃
活
動

五
合
目
合
同
清
掃
活
動

五
合
目
合
同
清
掃
活
動

五
合
目
合
同
清
掃
活
動    

  

１０
月
１７
日
、
環
境
省
、
山
梨
県
、
富

士
吉
田
市
、
鳴
沢
村
、
富
士
吉
田
市
外

二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
、
五

合
目
観
光
協
会
な
ど
の
職
員
や
関
係
者

な
ど
約
５０
名
が
参
加
し
て
富
士
山
五

合
目
北
側
斜
面
の
約
５
千
平
方
メ
ー
ト

ル
に
散
乱
し
て
い
る
大
量
の
ゴ
ミ
の
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
回
収
し
た
ゴ
ミ

は
、
可
燃
ゴ
ミ
が
約
２
７
０
キ
ロ
、
不
燃
ゴ

ミ
が
約
５
４
０
キ
ロ
、
合
計
約
８
１
０
キ
ロ

で
、
錆
び
た
空
き
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
タ
イ

ヤ
、
ト
タ
ン
、
一
斗
缶
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク

約
３
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。 

七合目付近で遭遇した外国人軽装登山者（８月１４

日撮影） 

六合目付近で遭遇した溶岩を持ち帰ろうとする外

国人（７月１８日撮影） 



 

 

 

み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
日
本
は
海
に
囲
ま

れ
、
豊
か
な
生
態
系
を
持
っ
た
島
国
で
す
。
そ
し
て

島
国
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
土
の
約
７３
％
を
山
地

が
占
め
る
山
国
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
日
本
の
国
土

の
半
分
以
上
を
占
め
る
山
地
で
す
が
、
い
っ
た
い
ど

れ
だ
け
の
数
の
山
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

 

意
見
は
様
々
な
の
で
す
が
、
一
番
有
力
な
数
と
し

て
大
小
併
せ
て
約
１
８
，
０
０
０
も
の
山
が
日
本
に

は
あ
る
そ
う
で
す
。
し
か
も
そ
の
う
ち
１
１
０
の
山

が
火
山
で
あ
り
、
そ
の
す
べ

て
が
活
火
山
で
す
（
「
概
ね

過
去
１
万
年
以
内
に
噴
火

し
た
火
山
及
び
現
在
活
発

な
噴
気
活
動
の
あ
る
火
山
」

を
定
義
と
し
て
数
え
て
い
ま

す
）
。
１
８
，
０
０
０
の
う
ち

た
っ
た
の
１
１
０
か
と
思
う

人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
世
界
に
あ
る
活
火

山
の
約
７
％
の
火
山
が
日
本

に
あ
り
、
日
本
は
世
界
有
数

の
火
山
大
国
と
も
い
え
る
の

で
す
。
（
下
図
参
照
）

 

 

火
山
と
聞
く
と
怖
い
イ

メ
ー
ジ
を
抱
く
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
確
か
に
、
近
年

日
本
で
起
き
た
火
山
噴
火 

 
火山大国火山大国火山大国火山大国ニッポンニッポンニッポンニッポン    

災
害
で
い
う
と
、
１
９
９
１
年
６
月
に
起
き
た
雲
仙

普
賢
岳
噴
火
や
、
２
０
１
４
年
９
月
に
起
き
た
御
嶽

山
噴
火
が
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
阿
蘇
山

や
桜
島
と
い
っ
た
よ
う
に
、
現
在
も
活
動
が
盛
ん
な

火
山
が
日
本
に
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
た
び
た
び
自
然
の
猛
威
を
振
る
う

火
山
で
す
が
、
日
本
人
に
与
え
る
恩
恵
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が

温
泉
で
す
。
火
山
の
周
り
で
は
地
熱
の
温
度
が
高

く
な
り
、
そ
の
お
か
げ
で
日
本
各
地
に
は
た
く
さ
ん

の
温
泉
が
湧
き
で
て
い
る

の
で
す
。
そ
し
て
多
く
の

場
合
で
す
が
、
温
泉
の
湧

き
で
た
地
域
に
は
温
泉
街

が
出
来
る
な
ど
、
観
光
産

業
と
し
て
も
火
山
は
周
辺

に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
火
山
に
は

良
い
面
と
悪
い
面
が
あ
り

ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
日
本
人
と
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

に
あ
る
火
山
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
付
き
合
っ
て
い

け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。
最

も
大
事
な
こ
と
は
火
山
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
の
人
が

理
解
す
る
事
で
す
。
で
は
、
ど
う
い
っ
た
事
を
理
解
し

て
お
け
ば
い
い
の
か
こ
こ
で
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

・自分の家の周りに火山

があるか知っておこう 

・噴火の歴史について

調べてみよう 

・火山や噴火の種類に

ついて調べてみよう 

・火山に登るときの注

意事項を知っておこう 

・噴火したときの対処

法を準備しておこう 

・気象庁の防災情報を

チェックしてみよう 

・ハザードマップとい

うものを知っておこう 

・活動が活発な火山を

知っておこう 
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特集 



 

 

 

火
山
が
噴
火
す
る
と
火
口
か
ら
は
様
々
な
も
の
が
流
れ

出
し
、
噴
出
さ
れ
ま
す
。
火
口
の
位
置
や
規
模
、
噴
火
の
種

類
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
現
象
と

対
応
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
（
図
・
左
上
か
ら
右
へ
）

 
【
火
山
ガ
ス
】火
山
活
動
に
よ
り
噴
出
す
る
。
高
温
、
有
毒
の

場
合
も
あ
る
。
マ
ス
ク
や
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
を
口
に
当
て

る
。 

【
火
山
弾
】
火
口
か
ら
噴
出
さ
れ
た
完
全
に
固
結
し
て
い
な

い
岩
塊
が
、
空
中
を
飛
ぶ
間
に
固
ま
り
、
特
定
の
形
、
構
造

に
な
っ
た
物
。 

【
噴
煙
】
火
山
ガ
ス
や
火
山
灰
の
混
合
物
。
成
層
圏
（上
空
１

０
㎞
以
上
）
ま
で
達
す
る
と
風
に
乗
り
、
は
る
か
遠
く
ま
で

運
ば
れ
る
。
ま
た
、
長
時
間
（時
に
は
数
年
も
）
漂
う
。 

【
降
灰
】
噴
煙
に
よ
り
運
ば
れ
、
交
通
網
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

マ
ヒ
や
通
信
障
害
も
引
き
起
こ
す
。
土
石
流
の
原
因
に
も
な

る
。
ま
た
目
や
喉
の
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
る
事
も
。 

【
水
蒸
気
噴
火
】
地
下
水
が
深
部
の
マ
グ
マ
に
よ
り
熱
せ
ら
れ

水
蒸
気
の
圧
力
が
高
ま
り
外
へ
吹
き
出
し
起
こ
る
。
御
嶽
山

の
噴
火
は
こ
れ
に
よ
る
噴
石
で
多
く
の
被
害
が
出
た
。 

【
噴
石
】直
径
数
㎜
以
上
の
火
砕
物
の
総
称
で
、
コ
ブ
シ
大
や

ら
巨
岩
の
も
の
ま
で
あ
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ザ
ッ
ク
で
身
を
守

る
こ
と
が
肝
心
と
な
る
。
火
山
学
で
は
噴
石
と
い
う
言
葉
は

使
わ
ず
、
火
山
礫
、
火
山
岩
塊
と
分
け
ら
れ
る
。 

【
空
震
】
噴
火
に
よ
る
振
動
が
空
気
中
を
伝
わ
り
、
ガ
ラ
ス

を
割
る
な
ど
の
被
害
が
出
る
。 

【
溶
岩
流
】
地
表
に
流
れ
出
た
マ
グ
マ
が
地
形
に
沿
っ
て
ゆ
っ

く
り
と
流
れ
る
。
人
が
歩
く
速
度
よ
り
遅
い
の
で
、
慌
て
ず

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
。 

【
火
砕
流
】 

１
０
０
～
１
０
０
０
℃
に
焼
け
た
溶
岩
や
、
火

砕
物
が
火
山
ガ
ス
と
一
緒
に
時
速
６０
～
１
０
０
㎞
以
上
の

速
さ
で
斜
面
を
流
れ
下
る
現
象
。
飲
み
込
ん
だ
も
の
を
一

瞬
で
焼
き
つ
く
し
破
壊
す
る
力
が
あ
る
の
で
、
素
早
く
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
。
雲
仙
普
賢
岳
で
大
き
な
人
的
被
害
を
出

し
た
。 

【
融
雪
型
泥
流
】
積
雪
期
の
噴
火
の
場
合
、
火
砕
流
な
ど
が
雪

を
溶
か
す
こ
と
で
発
生
す
る
。
溶
岩
を
巻
き
込
み
な
が
ら
流

れ
る
の
で
、
通
常
の
雪
崩
よ
り
も
威
力
が
あ
り
被
害
が
大
き

い
。 

《富
士
山
科
学
研
究
所
発
行
「日
本
一
の
火
山
富
士
山
」
参
考
》

 

 

Ｑ
１
・
・
・
夏
の
シ
ー
ズ
ン
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ

ど
、
冬
も
富
士
山
は
登
れ
る
の
？ 

Ａ
１
・
・
・冬
の
富
士
登
山
は
非
常
に
危
険
を
伴
う
た

め
、
登
山
者
の
安
全
確
保
の
面
か
ら
も
、
夏
山
期
間
以

外
の
時
期
は
、
万
全
な
準
備
を
し
な
い
登
山
者
の
登
山

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
２
・
・
・
そ
ん
な
に
危
険
な
の
？
景
色
も
綺
麗
そ
う
だ

し
、
登
っ
て
み
た
い
な
ぁ
。
。
。 

Ａ
２
・
・
・
夏
は
、
十
分
な
装
備
と
体
力
さ
え
あ
れ
ば
登

頂
で
き
る
富
士
山
で
す
が
、
冬
に
な
る
と
そ
の
姿
は
一

変
し
ま
す
。
右
の
写
真
を
見
比
べ
て
み
る
と
そ
の
違
い

は
一
目
瞭
然
。
完
全
に
氷
の
世
界
で
す
。 

Ｑ
３
・
・
・
す
ご
い
景
色
！
氷
だ
け
な
ら
ア
イ
ゼ
ン
と
か

防
寒
具
を
し
っ
か
り
用
意
す
れ
ば
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
？ 

Ａ
３
・
・
・
冬
の
富
士
山
の
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
２０
度
を
下

回
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
氷
は
ガ
チ
ガ
チ
に
固
ま
っ
て
い

て
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
さ
え
刺
さ
ら
な
い
箇
所
も
。
何
よ
り

怖
い
の
は
体
が
浮
く
よ
う
な
爆
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
ツ
ル
ツ
ル
の
斜
面
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

ら
・
・
・

 

Ｑ
４
・
・
・
怖
す
ぎ
る 

Ａ
４
・
・
・
で
す
よ
ね
。
ベ
テ
ラ
ン
の
登
山
家
で
も
命
を
落

と
す
こ
と
が
あ
る
の
が
、
冬
の
富
士
山
で
す
。
冬
期
は
雪

を
纏
っ
た
そ
の
美
し
い
姿
を
遠
く
か
ら
眺
め
る
事
を
お

す
す
め
し
ま
す
！ 

 
  教えて！！ 

富士山レンジャー 

Summer 

Winter 
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冬
の
富
士
登
山 



 

 

【ア
ク
セ
ス
】（
徒
歩
推
奨
）

 

①
東
富
士
五
湖
道
路
の
北
側
側
道
を
東
に
進

み
、
「
泉
端
橋
」と
「
カ
ジ
ヤ
作
橋
」
を
渡
っ
た

ら
②
右(

南
）
に
曲
が
っ
て
東
富
士
五
湖
道
路

を
く
ぐ
り
ま
す
。 

 

自
衛
隊
の
演
習
場
の
林
道
（
車
は
入
れ
ま

せ
ん
）
を
二
十
分
く
ら
い
歩
く
と
雁
の
穴
の

③
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。 

④
の
場
所
に
、
雁
の
穴
の
案
内
標
示
が
あ
り

ま
す
が
、
⑤
ま
で
直
進
し
、
「市
民
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
」
の
看
板
か
ら
北
（左
）
に
歩
き
ま

し
ょ
う
。
道
に
不
案
内
な
方
は
帰
り
も
同
じ

道
を
戻
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

富士山関連重要資産 
More・モ

ア もももも    

もももも    ああああ    
ああああ    

「「「「MoreMoreMoreMore・・・・モア モア モア モア 富士山関連重要資産富士山関連重要資産富士山関連重要資産富士山関連重要資産」」」」とはとはとはとは…………？？？？    
世界遺産世界遺産世界遺産世界遺産『『『『富士山富士山富士山富士山』』』』の構成資産は全部で25件。 

しかしこの25件に確定するまでに、たくさんの候補が選定され検討

されてきました。このコーナーでは構成資産にはならなかったもの

の、富士山を深く知るために重要な文化財や天然記念物などを

紹介しています。 

大
好
評
連
載
中 

 
 

第
５
回 

上：崩れ穴内部からみた様子。紅葉が素晴らしかった。 

左：流れ穴洞穴の一部。洞穴と溶岩トンネルの複合。 

天然記念物の記念石柱 

 

今
回
紹
介
す
る
「
雁
の
穴
」
は
、
二
つ
の
溶
岩

洞
穴
と
十
六
個
の
溶
岩
樹
型
が
あ
る
場
所
で
す
。 

富
士
吉
田
市
上
吉
田
の
恩
賜
林
庭
園
か
ら
東
富

士
五
湖
道
路
を
挟
ん
で
南
側
に
位
置
し
、
周
り
は

自
衛
隊
の
演
習
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
「
雁
の
穴
」
は
５
～
７
世
紀
、
今
か
ら
１
５
０
０
年

く
ら
い
前
に
、
雁
の
穴
か
ら
南
１
０
０
ｍ
付
近
の
割

れ
目
火
口
か
ら
噴
火
し
た
際
に
で
き
た
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
付
近
は
観
光
地
や
市
街
地

が
近
い
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
調
査
で
火
口
と
認
定

さ
れ
た
際
に
は
話
題
に
な
り
ま
し
た
。 

 

雁
の
穴
の
溶
岩
洞
穴
は
、
全
長
約
五
十
七

メ
ー
ト
ル
の
「
崩
れ
穴
」
と
、
総
延
長
百
五
十
メ
ー

ト
ル
の
「
流
れ
穴
」
の
二
つ
で
す
。
崩
れ
穴
は
、
陥
没

部
が
美
し
く
、
天
井
が
高
い
の
で
洞
窟
内
部
が
観

察
し
や
す
い
で
す
。
流
れ
穴
は
、
崩
れ
た
ト
ン
ネ

ル
の
造
形
が
多
彩
で
た
く
さ
ん
の
人
の
心
を
捉
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い

場
所
な
の
で
す
が
、
ル
ー
ト
が
と
て
も
分
か
り

に
く
い
で
す
。
「市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
の
案
内

は
い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
踏
み
あ
と
を
捜
し
な
が
ら
歩
き
ま

す
。
お
出
か
け
に
な
る
際
は
、
地
図
を
き
ち
ん
と

確
認
し
、
足
元
が
溶
岩
で
歩
き
に
く
い
の
で
、
ハ
イ

キ
ン
グ
装
備
を
準
備
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

国指定天然記念物 雁の穴がんのあな 
              【溶岩洞穴・樹型群】 

①①①①    

②②②②    

④④④④    ③③③③
案
内
板

案
内
板

案
内
板

案
内
板    

⑤市民ハイキングコース 

雁の穴 

自衛隊の林道を歩く 

（演習を確認してください） 

 

恩賜林 

庭園 
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イベント情報 
第第第第12121212回回回回    

富士さんへ謹賀新年 
 富士山の環境保全に向けた関心や意識を高め、美しい富士山を将来にわたって、守り引き継い

でいく気運を醸成するため、富士山富士山富士山富士山にあてたにあてたにあてたにあてた年賀状年賀状年賀状年賀状を全国から募集します 

応募先応募先応募先応募先・・・・問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    

  富士山ボランティアセンター 

  TEL 0555-20-9229 FAX 0555-72-4114 

  E-Mail  fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

  ホームページ http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/ 

  〒401-0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663－1 

           富士ビジターセンター内 

応募資格応募資格応募資格応募資格    

 誰でも応募できます。 

募集期間募集期間募集期間募集期間    

    平成２６年１２月８日（月）～平成２７年１月30日(金) 

応募締切応募締切応募締切応募締切    

 平成２７年１月30日(金)17:00必着    

募集内容募集内容募集内容募集内容    

    官製ハガキ又は、同サイズの私製ハガキの裏に、富士山 

 のイラストを描き、富士山にむけたメッセージを書き添え   

 た「富士山」宛の年賀状を募集します。 

応募方法応募方法応募方法応募方法・・・・応募先応募先応募先応募先    

    下記の内容を明記し、応募先住所まで郵送または持参してください。 

 （ハガキの表面） 

 郵便番号、住所、氏名、年齢、職業(学校･学年)、 

 電話番号、公募を知った情報手段を明記（※必須） 

応募規定応募規定応募規定応募規定    

    応募点数は１人１点のみとします。 

 手書き・版画・貼り絵（ちぎり絵）・パソコン等により作成さ 

 れたもので、平面的なもの。 

 写真や既製のイラスト等の使用はできません。 

 応募者本人が著作権を所有する未公開のデザインに限 

 ります。 

注意事項注意事項注意事項注意事項    

 応募作品は、返却しません。 

 応募作品の著作権は、富士山憲章山梨県推進会議に 

 帰属するものとします。 

 応募方法の記載に不備があるものは、応募数には入 

 れまずが、審査対象としません。 

 入選作品となった場合は、居住都道府県名と氏名を 

 広報等で発表します。 

  入選者のみ通知します(落選者は通知しません)。 

  入選作品は富士北麓地域等で巡回展示します。 

 応募作品は①小学生低学年以下の部②小学生高学年の部  

 ③中学生の部④高校生の部⑤一般の部に分けて審査します。 

 年齢が記載されていない年賀状に関しては、一般の部として 

 審査します。 

  賞品賞品賞品賞品    

 最優秀賞1点：                  20,000円商品券 

 審査員特別賞2点：           10,000円商品券 

 優秀賞12点：                     2,000円商品券 

 入選作品(上記15点を含む) 200点：記念品  

入賞者等入賞者等入賞者等入賞者等のののの発表発表発表発表  

 平成２７年２月中旬 

 ※富士山ボランティアセンターのホームページにて公表 

    

    

401-0301 

表 

裏 

富士山のイラスト、富士山

へのメッセージをご記入くだ

さい。 

はがきの記入例 

山梨県南都留郡富士河口湖町 

船津6663-1富士ビジターセンター内 

 

富士山ボランティアセンター 

｢富士さんへ謹賀新年｣係 宛 

郵便番号 ご住所 

 

お名前 

 

   年齢 

   職業(学校･学年) 

   電話番号 

   この公募を何で知ったか 

５回目の開催となる今回、富士山レンジャーの活動紹介の

ほかに、富士登山の魅力と注意点を紹介。また、富士山に

棲む生き物や、富士山が抱える問題、活動中にレンジャー

が見た美しい景色なども紹介しています。ふつうとは少し違

う、富士山レンジャーならではの視点で撮られた写真です。 

 

【【【【今後今後今後今後のののの展示予定展示予定展示予定展示予定】】】】    

・12月 3日(水) ～ 12月1８日(木) 

          河口湖ショッピングセンターベル 

・12月20日（土） ～ 1月２０日（火）   

          御殿場ビジターセンター 富士山樹空の森 

・2月9日(月)～2月26日(木)  山梨県庁防災新館 

現在、山梨県内および周辺各地で移動展示を行っています！！ 
※写真(右)は富士山クラブ森の学校で展示されていた時のもの 

富士山富士山富士山富士山レンジャーレンジャーレンジャーレンジャー写真展写真展写真展写真展2014201420142014開催中開催中開催中開催中！！！！    
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一. 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一. 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。  

一. 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。  

一. 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一. 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

 

平成10年11月18日 山梨県・静岡県             

 
富士山憲章は、富士山の自然環境の保全の理念や行動規範を示し、環境保全の

実践活動を呼びかけ、国民的な規模で、運動の展開を図っていくことを目的として

います。    

富士山憲章(行動規範) 
            富士山富士山富士山富士山ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター    

（山梨県観光資源課富士山分室） 
ＴＥＬ：０５５５－２０－９２２９ 

ＦＡＸ：０５５５－７２－４１１４ 

山梨県富士河口湖町船津剣丸尾６６６３－１ 

e-mail: fujisan@eps4.comlimk.ne.jp 
    

本誌本誌本誌本誌ののののバックナンバーバックナンバーバックナンバーバックナンバーについてはについてはについてはについては、、、、下記下記下記下記よりよりよりよりダウンロードダウンロードダウンロードダウンロードできますできますできますできます。。。。    

http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/newsletter/index.html 
    

富士山環境保全メルマガの配信を希望する方は 

「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなしメールマガジン」 

会員登録画面 

(http://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/regist.html) 

より会員登録してください。 

富士山ボランティアセンターは、富士山の環境保全活動を推進するため

の活動拠点であり、富士山憲章山梨県推進会議（地元７市町村・恩賜県有

財産保護組合及び山梨県から構成される）によって運営されています。 

おおおお    

しししし    

らららら    

せせせせ    
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境
学
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ラ
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グ
ラ
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プ
ロ
グ
ラ
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お
の
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の
お
の
お

知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ    

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
く

の
人
が
富
士
山
と
ふ
れ
合
い
、
知
識
を
深
め
、

富
士
山
を
愛
す
る
心
や
環
境
保
全
の
意
識

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
富
士
山
学
習
の

支
援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
交
通
費

や
謝
礼
等
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業

に
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け
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各
種
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修
に
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活
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だ
さ

い
。 実
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日

実
施
日

実
施
日

実
施
日
････････ 

原
則
と
し
て
平
日
の
毎
日 

（
年
末
年
始
を
の
ぞ
く
）

 

実
施
時
間

実
施
時
間

実
施
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間

実
施
時
間
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時
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時
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の
時
間
帯
の
う
ち
の
三
十
分
間
～ 

受
講
料
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料
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料
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象
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定
員
定
員
定
員
定
員
････････
六
十
名
ま
で 

※
業
務
の
都
合
に
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で
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な
い
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ま
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込
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事
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打
ち
合
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く
だ
さ
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。 

旅
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者
等
に
よ
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代
行
は
認
め
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せ
ん
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テ
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ア
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さ
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御
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